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幼児の自ᕫ୺ᙇと自ᕫᢚไおよび 
保育者の子ども⌮解に㛵する୍考ᐹ 

 
&RQVLGHUDWLRQ RI 3UHVFKRRO &KLOGUHQ̓V $VVHUWLYHQHVV DQG 

6HOI�UHVWUDLQW� DQG 1XUVHU\ 7HDFKHUV̓ 8QGHUVWDQGLQJ RI &KLOGUHQ 

長㇂ᕝ 㤶  ᕮ ኟᶞ 
.RK +DVHJDZD 1DWVXNL 7RPRH 

�ࡣ �ࡌ �ࡵ  ࡟

幼⛶ᅬᩍ育せ㡿において、「幼児期におけるᩍ育は、生ᾭにわたる人᱁ᙧᡂのᇶ♏をᇵう㔜せな

ものである」1）とされている。��1� 年 4 ᭶にᨵゞとなる、幼⛶ᅬᩍ育せ㡿・保育ᡤ保育ᣦ㔪・幼

保㐃ᦠᆺㄆᐃこどもᅬᩍ育・保育せ㡿では、国のᣦ㔪として、㸱歳以上のᩍ育内容についてඹ㏻の

グ㍕がされた。௒回のᨵṇでは、幼児期の⤊わりまでに育って࡯しいጼが᫂☜にされ、その中では、

▱的な面の࡯か㠀ㄆ▱的⬟ຊの୍㒊でもある、᝟意的自ᕫ⤫ไ、人間㛵ಀについてなどᖜᗈく♧さ

れている。㠀ㄆ▱的⬟ຊとは、他の人とうまくかかわるຊや感᝟をࢥンࢺロールするຊ、自ᑛ心な

ど、ᖜᗈいຊやጼໃをྵࡴ内面のຊのことであり、⤒῭学者ジ࢙ー࣊・ࢬ࣒ック࣐ン（+HFNPDQ�-�-）

によりその㔜せᛶがᥦၐされた。㏆年では、幼児期における㠀ㄆ▱的⬟ຊの発達が、その後の人生

を大きくᕥྑする㔜せなせ⣲としてὀ目されるようになっており、㹇㹏などのようなㄆ▱的⬟ຊ以

上に人の生ᾭにわたるᖾ⚟にᙳ㡪を及ࡰすものとされている。また、㠀ㄆ▱的⬟ຊが୍回㝈りの体

㦂の中で身につくものではなく、日ࠎの生活体㦂や遊び体㦂の✚み㔜ࡡの中で、ᑡしࡎつ身につい

ていくものであるように、幼児期には、幼⛶ᅬや保育ᅬといった集ᅋ生活を㏻し、子ども同士が集

ᅋで遊ࡪ中、ḧồをࡪつけྜうなどのⴱ⸨を⤒㦂することで、その解決᪉ἲを学びながら人とかか

わるຊもᑡしࡎつ身に付けていくものである。しかし、ᑡ子化や、安心して遊࡭る✵間・時間の☜

保が難しいといった⌧状のため、子どもたちが人とのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンを取る上でᚲせな♫఍的

ス࢟ルを学び⋓ᚓしࡎらい⎔ቃにある。そのため、「࢟レる」子どものቑ加や、それとは཯対に、

ᛣらない・ᛣれない子の存在もᣦ᦬されており、子どもが自ᕫ୺ᙇ・自ᕫᢚไといった、人とかか

わる上でᚲせとなる自ᕫㄪᩚ⬟ຊをࣂランスよく身につけることがᅔ難となっている。そもそも、

もって生まれた気質、ᛶ᱁は人それぞれ違っており、ᑠさい頃からಶᛶを持っている。子どもによ

っては、感᝟をᢚไするຊを身に付けた࡯うがⰋい場ྜもあるし、逆に感᝟をᢚえない᪉が㐺ᛂす
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るྍ⬟ᛶもある。このように、人と༠ㄪᛶを持って生活していくための自ᕫࢥンࢺロールには、自

分のḧồをᡃ៏したり、感᝟をᢚえることだけではなく、自分の気持ちや意見を表にฟすこともྵ

まれている。そのため、༢に感᝟をᢚไするだけではなく、自分の感᝟を自ぬし┦ᡭの気持ちをᑛ

㔜してゝⴥでᘓタ的に問題を解決する「セカンドステップ」のような♫఍的ス࢟ルを意図的に学び

身につけることは、㠀ㄆ▱的⬟ຊの育ちにとって、さらに、その後の♫఍生活を㏦る上で意⩏ある

ことである。また、保育者は、子どものಶᛶに㓄៖しつつ、子どもが自ᕫ୺ᙇと自ᕫᢚไの୧面を

育めるように援助していくことがᚲせであり、そのような♫఍的ス࢟ルを育てる保育者のかかわり

にはᑓ㛛ᛶがồめられることになる。 

そこで、♫఍的問題解決のためのᩍ育プロࢢラ࣒である「セカンドステップ」を日ࠎの保育活動

に取り入れている保育ᅬの実㊶஦౛をもとに、幼児の対人ⴱ⸨場面での問題解決における自ᕫࢥン

ロールについて、また、その場における保育者のかかわりの振返りをもとにして、保育者のᑓ㛛ࢺ

ᛶと㈨質ྥ上におけるㄢ題について考ᐹする。 

 

 ࡣとࣉࢵࢸࢫࢻࣥ࢝ࢭ .�

セカンドステップは、1��� 年代に⡿国で㛤発されたᩍ育プロࢢラ࣒であり、日本では、���1 年

132 ἲ人「日本こどものためのጤဨ఍」がタ❧され、セカンドステップの⩻ヂ・ฟ版・◊ಟを行っ

ている。幼児期に集ᅋの中で、⾪動的・ᨷᧁ的行動をࢥンࢺロールし、対人㛵ಀ⬟ຊや♫఍への㐺

ᛂຊを㧗め、♫఍生活を෇⁥に㏦れるよう、ࢯーࣕࢩルス࢟ルを子どものうちから㣴うことを目ᶆ

にし、問題が㉳きたときに、子ども自身で๓ྥきに解決することができるண㜵ᩍ育としてのຠᯝが

あるプロࢢラ࣒とされ、日本でも保育ᅬやᑠ学ᰯなどで実施されている。඲体は以下に♧す㏻り、

㸱つの❶でᵓᡂされ、඲㒊で２㸶回のレッスンからᡂっている。レッスンは、子どもたちが実㝿に

㐼㐝することのከいࢺラࣈルの場面を、写真やイラスࢺなどのレッスンカードで見࢕ࢹ、ࡏスカッ

 。そしてロールプレイを⧞り返すかたちでおこなわれる、ࢢン࣑ーࢺレーンスࣈンとࣙࢩ

第１❶ ┦஫の⌮解 

自分の気持ちを表⌧し、┦ᡭの気持ちにඹ感して、お஫いに⌮解しྜいᛮいやりのある㛵ಀをつ

くることをࡡらいとし、┦ᡭの気持ちをᛮいやり自分の気持ちを表⌧することの大ษさを学ࡪ。ま

初めに、㸴つのᇶ♏感᝟について、レッスンカードでそれぞれの表᝟をした子ども達の写真を見ࡎ

て、その表᝟やែᗘ、その人の様子、まわりの状況などをᡭがかりにして、┦ᡭの気持ちを⌮解す

ることを学ࡪ。また、ロールプレイでは、実㝿に自分の㢦やからだを使って、これらの気持ちを表

⌧しྜうことで、お஫いの感ࡌ᪉の違いをさらに⌮解するようになる。 

第２❶ 問題の解決 

ᅔ難な状況に๓ྥきに取り⤌み、問題をᰂ㌾に解決するຊを㣴って、෇⁥な㛵ಀをつくることを

㢌のなࡎらいとし、自分の身に問題が㉳きた時、⾪動的に行動を㉳こすのではなく、解決策をまࡡ
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かでᩚ⌮し、考えられる᭱も㐺ษなᡭἲで解決をはかることを学ࡪ。それを日常生活の中で⧞り返

していくことで、♫఍的に㐺ษなᙧで問題解決するຊを身につけていく。 

第㸱❶ ᛣりのᢅい 

ᛣりの感᝟を自ぬし、自分でࢥンࢺロールするຊを㣴い、ᘓタ的に解決する㛵ಀをつくることを

たすらᡃ៏するのではなく、㐺ษにᛣりの感᝟を表⌧し、ᘓタ的な解ࡦらいとし、ᛣりの感᝟をࡡ

決を図ࢁうとするものである。セカンドステップでは、ᛣりの感᝟をᚲࡎしも「ᝏい感᝟」とはと

らえていない。῝࿧྾をしたり、「ⴠち╔いて」と自分にいいきかࡏたり、時には大人の助けをᚲ

せとする時があることをఏえる。その⦎⩦を⧞り返す中で、ᛣりの感᝟を♫఍的にㄆめられるᙧで

ᢅうことができるようにする。 

１回のレッスンは �� 分⛬ᗘで、保育者は子どもたちに、実㝿の子どもたちの生活に༶した写真

のレッスンカードを見ࡏながら、⿬面のᣦ♧にᚑって、導入（ࢤー࣒など）、࢕ࢹスカッࣙࢩン、

ඛ生のᶍ⠊₇ᢏやロールプレイでプロࢢラ࣒を㐍める。レッスンは、஫いをᑛ㔜したࢣࢽ࣑ࣗࢥー

ンをᇶ本として㐍められるが、問題を解決するためのゝⴥのやりとり、ゝࣙࢩ ⴥの使い᪉をぬえさ

るというよりは、ែᗘや行動もྵめた自分なりの表⌧を、実㝿にヨみながら発見していけるようࡏ

にする。子ども自身が自୺的に考えて、自分の気持ちをゝⴥではっきりゝえるようにするため、ࢹ

ンをಁす質問は、こどもが「はい」とか「いいえ」で⟅えられないようにして、なるࣙࢩスカッ࢕

人୍人の考えをᑛ㔜すること୍、ࡎࡏるようにする。さらに「Ⰻい、ᝏい」のホ౯をࡏく長くヰ࡭

で、ヰしやすい⎔ቃがつくられ、子どもの発ゝがಁ㐍されることになる。このように、子どもは✚

ᴟ的に発ゝし、楽しく遊びながらࢯーࣕࢩルス࢟ルを学ࡪが、大ษなことは学ࢇだス࢟ルが身につ

くように、日常生活でᒎ㛤していくことである �）。 

 

�� ᪉ἲࠊᡭ⥆ࡁ�

（1）対象 

  㸿ᕷ㹗保育ᅬ ５歳児クラス  ２㸲ྡ   

（�）期間 

  ��14 年 5 ᭶㹼��14 年 11 ᭶ （1クール２㸶レッスン） 実施 

（�）᪉ἲ 

実施場ᡤは㹗保育ᅬ 5歳児保育室で、レッスンはクラスの担任保育士が実施。レッスンはཎ๎

㐌に１回で、㏻常の保育にᨭ㞀をきたさない時間ᖏ（༗๓活動の時間、༗╧๓の時間、または༗╧

後おやつ๓）におこなった。日頃のᅬ生活では⤮本のㄞみ聞かࡏ➼、ᗋにᗙって保育者のヰしを聞

くことがከいため、セカンドステップのレッスンでも㛤ጞ当初は違࿴感がないよう᳔子にᗙらࡎレ

ッスンを実施した（図 1）。また、子どもたちが集中しやすいよう㓄៖して、ᑡ人ᩘのࢢループ（�

ྡ๓後）༢఩で実施、その後、子どもたちがレッスンに集中して取り⤌ࡴ様子から、᳔子にᗙって
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も実施ྍ⬟であるとุ᩿し、人ᩘもቑやしてクラス༢఩でおこなうようになった（図 �）。レッス

ンのᡤせ時間は⣙ 4� 分である。実施後、日常生活でのᒎ㛤として、担任保育者、および「セカン

ドステップ」の◊ಟをཷけた保育者が、生活の中でどのようなฟ᮶஦があってどのような気持ちに

なったか、その時┦ᡭはどのような気持ちだったか、解決策はうまくいくやり᪉だったか➼をヰ題

にし、「セカンドステップ」の⦎⩦をࡩまえてかかわった。さらにレッスン後には「セカンドステ

ップ実㊶グ㘓」⏝⣬にて、ಶࠎの子どもたちの様子について、ࢯࣆ࢚ードなどもྵめグ㘓をṧした。

また、保ㆤ者の⌮解をᚓるため、保育ᅬからᅬ౽りとして、プロࢢラ࣒のᴫせを♧したお▱らࡏを

保ㆤ者に㓄ᕸした。さらに「セカンドステップ㏻信」をసᡂし、実施の様子をᩥ᭩で保ㆤ者に▱ら

を実施（図࣒ラࢢるとともに、保育参ほでプロࡏ �）、実㝿のレッスンの様子を見学することで、

⌮解を῝めてもらえるよう㓄៖した。 

  

図 1             図 �              図 �   

 

（4）セカンドステップのルール 

  ձヰをする時は㟼かにᡭをあげ、ᣦྡされてから㉳❧し発ゝする。 

  ղヰを⫈くときは、耳と目を使って（ヰしている人を見る）⫈く。 

  ճඛ生や友だちのヰは、᭱後まで㟼かに⫈く。 

（5）レッスンのὶれ 

ձ導入「⚾の気持ち」 

みࢇなで୍⥴にḷう時、「気持ち」を意㆑するためのᕤኵとして、「⬚にᡭをあてる」身振りをつ

けた。子どもたちのレッスンに対する楽しみな気持ち、期ᚅ感が㧗まり、これからレッスンがጞま

るという気持ちのษり᭰えにもなっている（図 4）。 

ղレッスンカードのㄝ᫂ 

 実施ᩘか᭶後には、レッスンのルールがᾐ㏱し、おし࡭ࡷりもࡎࡏ、保育士のヰをしっかり⫈く

ことができるようになる。 

ճレッスンカードを見て感᝿、意見を発表する 

 自分の意見を発表したい気持ちから、❧ち上がってࣆ࢔ールする子どもがいる୍᪉（図 5）、み

。かしく、発表する時になるとኌがᑠさくなってしまう子どももいるࡎなの๓で発ゝするのが᜝ࢇ
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保育者は、しっかり耳を傾け意見を拾い上げ、状況によっては代弁するなど、子どもが安心して発

表できるような援助を行い、次への自信につなげる（図 6）。 

④ロールプレイ 

 ロールプレイの題材を子どもたちの日常に添った内容にすることで、幼児なりに具体的なイメー

ジを持つことができ、それぞれが解決策を考えさまざまな意見が発表される。 

⑤まとめ 

 当日のレッスン内容の振返り。 

   

図 4             図 5             図 6 

                   

（6）保育者への聞き取り 

実施後クラス担任及び「セカンドステップ」実施保育者に対し、以下の質問項目への聞き取りを

おこなった。 

質問１：子どもたちの実施後の様子 

・子どもたちは楽しく参加できたか 

・友達同士のやり取り（遊びの中）での気付き 

・半年間の子どもたちの育ち、変化についての気付き 

質問２：「セカンドステップ」実施により、保育者自身の学びになったもの 

 

3. 結果と考察 

（1）セカンドステップを実施しての子どもの変化 

導入当初は、異年齢保育をおこなっているクラスの５歳児だけを対象に、別室に移動してレッス

ン実施した。そのため、子どもたちは、レッスンの時間、自分たちは年長児で、他の子どもたちと

は違う存在であるという特別感を持つことができ、レッスンにも入りやすかったようである。また、

「セカンドステップ」では、図版にさまざまな人種の子どもが登場するため、子どもたちが日頃の

生活場面もイメージしながら他者の気持ちを考えるという点では、日本の子どもたちを対象にレッ

スンをおこなうのは難しいのではないかという疑問もあった。しかし、白黒のカードであったこと

や外国人の子どもの写真が使われていたことが逆に興味を引いたのか、子どもたちは毎回楽しみに
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レッスンに参加することができた。さらに、写真に写っている子どもの表᝟など、ὀ目する࡭きと

こࢁをとらえることもでき、違࿴感なくレッスンをཷけることができた。また、プロࢢラ࣒を㛤ጞ

した当初、ᅬ児たちには⥭ᙇする様子も見られ、保育者の問いかけにどのように⟅えたらよいかわ

からࡎ、ᡞᝨうጼがみられた。ඖ気にᡭをᣲげても、いざᣦྡすると「考え中」と⟅えるなど、み

に自ᕫ表⌧できるわけではࡄながすࢇなの๓で自分の意見をゝうことが難しい子どももおり、みࢇ

なかった。しかし、レッスンを㔜ࡡ、他の子どものヰを聞けるようになるにつれ、自分の意見もゝ

えるようになり、子どもたちがプロࢢラ࣒に✚ᴟ的に参加するጼが見られるようになった。このよ

うに、初めはなかなかみࢇなの๓で意見をゝえなかった子どもが、しだいに自分の意見をᇽࠎと発

表できるようになり、㸲㸮分のプロࢢラ࣒の間も᳔子にᗙり集中してレッスンをཷけられるように

なった。このことから、自分の考えをゝㄒ化して発表することで、日常生活で体㦂した஦を㢌の中

でᩚ⌮することができるようになり、ゝ ⴥで自分の意見を発表するという、自ᕫ表⌧するຊにもつ

ながったと考えることができるのではないだࢁうか。また、「セカンドステップ」のレッスンで「自

分のᛮいを表⌧する」ということを⤒㦂し、集ᅋの中で自分のせồなどを表⌧できなかった子ども

が、それをྰᐃされࡎにㄆめられ保育者にཷけ入れてもらえたということから自信につながり、し

だいに✚ᴟ的に発ゝするといった行動変化につながったと考えられる。同様に、ロールプレイに参

加できなかった子どもも、保育者にཷけ入れられているという安心感を持つことができたため、み

 。うかࢁることができるようになったのではないだࡌなの๓で₇ࢇ

௒回の実㊶では、当஦者以外の子どもが✚ᴟ的に子ども同士のⴱ⸨場面に௓入するようになった

ため、さらに別のⴱ⸨場面を引き㉳こし、ΰ஘を引き㉳こすようになるという⌧象も見られた。し

かし、⤖ᯝとして子ども同士が┦஫஺΅を持つᶵ఍がቑ加したことは、他者とのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩ

ンを学ࡪ㈗㔜な⤒㦂を持つことにつながったと考えることができる。さらに、異年齢活動の時は、

5歳児が �・4 歳児にᩍえる行動がቑ加し「ඛ生がۑۑとゝっていたでしࡻう」と、年長児が年ᑡ

児の୙㐺ษなゝ動をᣦ᦬するなど、子ども達が学⩦したス࢟ルを使いฟす場面がቑえ、年長児とし

ての自ぬをもちながら、自分なりに考えて行動してみようとする子どもたちのጼがみられるように

なった。このように、第୕者の❧場で෭㟼に考えられるようになった子どもの様子から、ⓙで୍⥴

に学ࢇだことは集ᅋとしてのࢢループ඲体にもᙳ㡪しຠᯝがあったといえるのではないだࢁうか。 

また、ある⏨児の行動変化について、以下の஦౛をもとにみていきたい。 

 ード：内気で自分の意見をゝえなかった㹋ྩがゝえるようになった㸟㸼ࢯࣆ࢚保育ᅬでのࠑࠗ

 保育ᅬでお友達とおもちࡷの取りྜいになった㹋ྩ。いつもなら、おもちࡷを取られてしまいま

す。しかし、「ࡰくは᎘だからやめて㸟」「㡰␒に使おう㸟」と自分の気持ちや意見をゝえるように

なりました。自信がつき、おうちでもおẕさࢇにそのことをおヰししてくれたそうです。࠘  

これは、保育中によく㉳こる、おもちࡷの取りྜいのࢯࣆ࢚ードであり、セカンドステップのレ

ッスンをཷけての㹋ྩの行動変化について、「セカンドステップ㏻信」により保ㆤ者へ▱らࡏたも
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のである。この஦౛の㹋ྩと、おもちࡷの取りྜいになった㸿ྩ、２人の㛵ಀについてみると、セ

カンドステップをጞめる๓は、㹋ྩが自分の気持ちを表⌧できࡎにᡃ៏するなど、㸿ྩにᚑうᙧで

ⴱ⸨場面での問題解決をはかることがከかった。しかし、㹋ྩが「セカンドステップ」の第１❶「自

分の気持ちをఏえる」で学ࢇだ、「ࡰくは・・・」と自分の意見をఏえるというス࢟ルを⏝いるこ

とができたことで、㸿ྩの㹋ྩへのែᗘも変わり、２人の㛵ಀにも変化が生ࡌたのである。保ㆤ者

から、自ᕫ表⌧するຊをつけᡂ長した㹋ྩについて、「㦫いたと同時にとてもᎰしかった」とሗ࿌

があったように、この஦౛は、保ㆤ者にとっても保育者にとってもᎰしいฟ᮶஦としてとらえられ

ている。「セカンドステップ」の学びでは子どもの୺ᙇをྰᐃཷࡎࡏけ入れるというጼໃがあるた

め、当初は、わがままでもఱでもཷけ入れてよいのかといった࣐イࢼスのイメージを持ち、実施に

ྰᐃ的な意見を持つ保ㆤ者もいた。しかし、子どもが学ࢇできたス࢟ルをᐙᗞでሗ࿌したり、ᐙᗞ

でのࢺラࣈル場面における子どものゝ動を目の当たりにしたことで、保ㆤ者自身が子どもへの対ᛂ

について考えるᶵ఍を持てたというሗ࿌や、大人でも᭷ຠだとのኌがあるなど、セカンドステップ

が子どもだけでなく保ㆤ者へもᙳ㡪を୚えることがわかった。本஦౛のように、ᅬ生活の中で、自

分の意見をゝえࡎにἽいたり、だまったままఱもゝえないという子どもが、自分の意見をゝえるよ

うになったという変化が様ࠎな場面でみられるようになったと保育者により意㆑されている。この

ように、セカンドステップの実施は、子どもの育ちをಁしただけでなく、保育者が子どもをとらえ

るど点を᫂☜にし、子どもの育ちについての考ᐹを῝めることにつながった。この保育者の変化が、

௒まで以上にಶࠎの子どもにྜわࡏた㐺ษなかかわりをもたらし、子どもの変化にもつながったの

ではないだࢁうか。 

（�）セカンドステップを学ࢇだ保育者の変化  

㹗保育ᅬでは、ᅬ外◊ಟとして「セカンドステップ」実施のための◊ಟ఍にᩘྡの保育者が参加

した。その◊ಟに参加した保育者が中心となって、「セカンドステップ」のᅬ内◊ಟを実施し保育

者඲ဨが「セカンドステップ」の目的を学ࢇだ。しかし、ᅬ内◊ಟ後、保育者からは、自分でᩍえ

るのは難しいという感᝿もあり、まだ実㊶していない保育者とのඹ㏻⌮解を῝めるということがㄢ

題であった。このように、保育者の中でも ᗘᕪはあったが、ྍ⬟な㝈りセカンドステップを意㆑

して子どもにかかわるようにした。 

以下、レッスンを実施した保育者に、その意㆑や行動に変化はあったのか聞き取りをした中で、

保育者の変化にかかわると考えられる୺な回⟅を取り上げることとする。 

ձ セカンドステップのレッスンカードのᩍ♧を子どもたちにఏえる㝿、レッスンのㄝ᫂がなかな

か子どもにఏわらないことから、子どもが⌮解しているのか☜ㄆしながらఏえるようになった。

子どもがわかるようにヰをしなけれࡤఏわらないのだと実感し、「子どもにఏわるよう⡆༢に

ᩍえること」を意㆑するようになったことで、日頃の保育でも常にఏえ᪉をᕤኵするなど自分

自身の保育を見┤すᶵ఍となった。 
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ղ 「セカンドステップ」の実㊶グ㘓として、子どもたち඲ဨのಶ別グ㘓をとることで、時⣔ิに

子どもの様子をとらえることができ、୍人ࡦとりの子どもの発達⌮解が῝まった。また、グ㘓

を㏻して、自分自身の保育の振り返りにつながった。 

以上のように、「セカンドステップ」を学ࢇだことで、保育者としての自分自身を見つめ┤すᶵ

఍となり、子どもに対するゝⴥかけも変化したことがわかった。このように、保育者自身子どもへ

のかかわり᪉が変わったと自ぬしており、このような保育者のጼໃが、子どもにもᙳ㡪を及ࡰし、

子どもの変化にもつながったと考えられる。これらのことから、「セカンドステップ」の実㊶によ

る子どもと保育者の変化は、「セカンドステップ」の学びをきっかけとした、子どもと保育者との

┦஫స⏝によってもたらされたものと考えることができるだࢁう。 

 

 ࡵとࡲ .�

௒回の対象は５歳児である。年長児になると保育ᅬにおいては、行஦➼で୺体的に活動すること

を期ᚅされ、その⤒㦂が子どもの発達にᙳ㡪をおよࡰすこともከい。そのため、「セカンドステッ

プ」だけが、子どもの変化をもたらしたわけではないだࢁう。しかし、セカンドステップのレッス

ンにより、人๓での発ゝのᶵ఍が意図的にసりฟされたことは、子どもの自ᕫ表⌧の学びにつなが

ったとはいえるだࢁう。また、保育者については、「セカンドステップ」の実㊶を㏻し、子どもへ

のわかりやすいఏえ᪉など、自身の保育について振り返るᶵ఍となり、レッスンの場だけでなく、

ᬑẁの保育活動においても、常に意㆑的にᕤኵし、㛵わり᪉を考えることになった。このような保

育者の意㆑の変化が保育者同士の┦஫స⏝をもたらし、スࢱーࢺ時は୺任保育士のみ㈨᱁を取ᚓし

ていたが、保育士の中でも学びたい、実㊶したいというኌがあがり、ᩘ人の保育士も実㊶すること

ができるようになった。 

セカンドステップは、学ࢇだことを日常生活の中でᒎ㛤する中で、対人㛵ಀのス࢟ルをᑡしࡎつ

身につけていくものである。୹⩚（��1�）によるセカンドステップの実㊶でも、子どもたちが対人

㛵ಀス࢟ルをᑡしࡎつ身につけたことと、保育者自身の保育ᢏ⾡のྥ上と学びによる┦஌ຠᯝにつ

いて㏙࡭られている。本実㊶でも、「セカンドステップ」の学びによる保育者の意㆑の㧗まりが、

⤖ᯝとして保育者の㈨質ྥ上にもつながるものと考えられ、その点からすると、セカンドステップ

は子どもの育ちだけでなく、保育者のᡂ長にもつながるプロࢢラ࣒であるといえるだࢁう。このよ

うに、保育者にとって、セカンドステップの実㊶は、子ども⌮解を῝めるものであり、保育者とし

てのᑓ㛛ᛶや㈨質ྥ上につながる取り⤌みだったといえるのではないだࢁうか。 

௒回は、㔞的分ᯒを目的とはしていないが、保育者への聞き取りの⤖ᯝ、セカンドステップの実

施は、子ども、そして、保育者にとって、ある୍ᐃのຠᯝが期ᚅできることがわかった。レッスン

㛤ጞ当初は஘ᭀなゝ動のある子どもがⴠち╔いて他の子どもと㛵わるス࢟ルが身に╔くことを目

ᣦしてスࢱーࢺしたプロࢢラ࣒だったが、その点については、はっきりとした変化は見られなかっ
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た。しかし、レッスンを㔜ࡡていく中で、自ᕫ୺ᙇのできなかった子どもが自ᕫ表⌧できるように

なるなど、子ども同士の㛵ಀᛶには変化がみられた。さらに、≀஦に集中して取り⤌ࡴຊや自ᕫを

表⌧するຊの発達など、⤖ᯝとしてᑵ学にあたりᚲせとされる様ࠎな஦を学び身に付けるᶵ఍とな

った。 

 以上のように、本実㊶஦౛では、セカンドステップのレッスン実施をもとに、子どもの自ᕫࢥン

ロールといった人と㛵わるຊの育ちについて、また、保育者が⌧場での◊ಟや実㊶を㏻して自身ࢺ

の保育を振り返り、それによって子ども⌮解を῝めていく㐣⛬を見ることができた。⛅⏣（��1�）

は、保育の質を実㊶の場において考える場ྜには、ᅬにおいて実㝿にどのようにやりとりをおこな

っているか、そのやりとりをᨭえる保育者のᑓ㛛ᛶとしてのᅬでの実㊶的▱㆑や行動᪉␎を同ᐃし

解᫂していくことが、保育者の㣴ᡂや⌧⫋ᩍ育のあり᪉を考えていくためにもᚲせであるとしてい

る。��1� 年には、保育士のᑓ㛛ᛶྥ上を図るための◊ಟについて、୍ᐃのỈ‽を☜保するために、

「保育士➼࢔࢔ࣜࣕ࢟ップ◊ಟ࢞イドライン」がཌ生ປാ┬により策ᐃされた。このように、保育

者の୍ᒙのᑓ㛛ᛶと㈨質ྥ上がồめられる中、㣴ᡂᰯの௒後のㄢ題として、༞ᴗ後も⥅⥆して学び

⥆ける意ḧを育てていくために、௒まで以上に⌧場と㐃ᦠ・༠ാしながら、保育の質ྥ上に⤖び付

けられるような保育実㊶ຊの育ᡂのためのᕤኵをしていくことがᚲせとなるだࢁう。 

 

 ࠒㅰ㎡ࠑ
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